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林陸雄先生ご退任によせて
キリスト教学会会長　伊藤　高章
　現在，私立大学がおかれている状況は，大変厳しい。日本社会の大きな傾
向である少子化，そして年々進む18歳人口減少のなかで，現在全国に700を
超える４年制大学がある。高偏差値の大手私立大学は新学部の創設等をとお
して入学定員を増加させており，本学を含む中規模大学そして小規模大学に
とっては，生き残り・存続すら問題になっている。大学とは何か，という問
いと共に，個々の大学の存在意義が問われている。「建学の理念」「ヴィジョ
ン」「ミッション」の明確化と，それに基づく発信力が求められている。
　このような厳しさの中，本学が拠って立つ「建学の理念」の象徴的存在で
ある林陸雄先生が定年によるご退任を迎えられる。これまでのお働きに対し
感謝と労いの気持ちをお伝えしたいのではあるが，林先生の担われてきたシ
ンボリックな存在感を継承する準備が出来ていない現状をも強く意識して
いる。
　桃山学院は，今から125年前，英国教会の宣教組織のひとつであるChurch 
Missionary Society, CMSの宣教師によって，明治日本における先駆的教育
機関のひとつとして産声をあげた。本学院の近代日本教育史における役割は，
決して小さくない。そして1959年，高い理想と祈りを持って桃山学院大学が
発足した。林先生は最初期の桃山学院大学に学ばれ，学識と信仰に富んだ師
から本学の精神的な支柱を体得された。
　林先生の生きる姿勢を垣間見させていただく中で，私たちが学ぶのは，
今日的な表現をするならば，既成宗教の組織力や伝統・教義による思弁に
頼ることなく，自分自身の経験や理性そして自己省察に基づく判断を大切
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にする信仰と責任である。ドイツやアメリカに源を持つ福音的教会からは
評価をされることのないこのような姿勢こそ，じつは先生が最初期桃山学
院大学で出会われ，親和性を感じられた聖公会の精神的風土なのではない
だろうか。＜神は，この私を通して現代社会の諸問題を体験されており，聖
霊に導かれて私がこの問題に真摯に取り組むとき，そこに神も居られる。> 
林先生ご自身が「神」を語られることはないだろう。しかし，バリプロテス
タント教会のプリアナ牧師だけでなく，多くの者が，クリスチャンを名乗る
ことのない林先生の中に，一貫した精神性を感じるのである。
　先生は，ごく稀に，少年・青年時代にご苦労が多かったと語られる。その
中でご自身が感じ悩み希求されたことが，その後の児童学研究の出発点であ
ることは明らかである。理論の中に過度に遊ぶことなく，現場に関わり子ど
もに触れ，子どもの立場から教育を考えられる林先生の指導は，厳しい。本
学の教職課程を経た学生たちは，その厳しさの中から，子ども中心の教育の
本質を学んできている。大学近隣の小中学校が，林先生の学外教室であった。
　桃山学院短期大学をへて桃山学院大学に奉職された先生が，研究者実践者
として後半特に力を注いでおられたのが，子どもの生活を中心としたインド
ネシアの社会福祉の問題である。本学が創立25周年事業としてはじめた，バ
リプロテスタント教会の児童福祉活動へのかかわりが，その舞台を提供して
いた。桃山学院大学の看板ともいえる「国際ワークキャンプ（インドネシア）」
は，林先生にとって，本学学生への最良の教育環境であると同時に，愛して
やまないバリの子どもたちへの関わりの場であった。筆者は，このプログラ
ムで先生とバリにご一緒したことが何度かある。本学学生の学習経験を中心
にプログラムを進めようとする筆者にとって，流暢なインドネシア語を駆使
してバリの子どもたちの心に迫ってゆく林先生は，学生を置き去りにして
いっているかのようにすら見えた。しかし，ここに先生の児童観・教育観が
はっきりと現れていた。学生や私たち教職員も，また教会の関係者も，桃山
学院大学やバリ教会の機能不全や不見識に対して常に渋い顔をされておら
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れる先生が，子どもたちに対して向ける国籍や文化を乗り越えての好好爺
ぶりには，驚かされた。そしてその背後にある問題意識に気づかされるので
あった。
　林先生には，桃山学院大学専任教員としての最後の２年間，キリスト教セ
ンター長としてお勤めいただいた。学院創立125周年・大学開学50周年にあ
たり，カンタベリー大主教ローワン・ウィリアムズ師をお迎えしての記念式
典などが催された。これまでの本学の歩みを振り返り，今後を見据えての新
しい一歩を踏み出す年であった。その時期，本学の精神的支柱として，大任
をお引き受けくださった。最も相応しい方にこのポジションを守っていただ
いたと思う。
　英国教会の実践的社会観によって建てられた，本学の教育理念を体現され
て居られた林陸雄先生に，ご退任に際してのお見送りの言葉を連ねるべき場
であった。しかし，理念の継承が出来ていないことを嘆くばかりである。伝
える側の責任ではなく，受け継ぐべき側の責任を直視することを促す先生の
厳しい教育姿勢が，今まさに私たちに向けられていることを感じる。
　林陸雄先生におかれては，これまでより自由に，日本の教育現場やバリの
児童の中に身をおかれ，感じ，味わい，想い，そして語る機会をお持ちいた
だきたい。そして後進のものを激励するお力を，いつまでもご堅持いただき
たい。
　高齢化が進む日本社会で，先生に託されるお仕事がまだ多々あること思う。
ご健康が保たれ，充実した毎日をお過ごしになることを，学会員また本学教
職員一同，心を合わせて祈念するものである。
